
 

 

 

 

2016 年度 

 

募 集 要 項 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



- 1 - 

目次  

ソーシャルビジネス支援プログラムの目的 ..................................................... 2 

ソーシャルビジネス支援の基本的な考え方 ....................................................................2 

ソーシャルビジネス支援プログラムの特徴 ....................................................................2 

支援内容 .......................................................................................................... 3 

募集内容 .......................................................................................................... 4 

募集分野 ..........................................................................................................................4 

応募資格 ..........................................................................................................................4 

選考方法 .......................................................................................................... 5 

選考基準 ..........................................................................................................................5 

選考体制・方法 ...............................................................................................................5 

スケジュール...................................................................................................................6 

応募方法 .......................................................................................................... 7 

募集期間 ..........................................................................................................................7 

お問い合わせ先 ...............................................................................................................7 

 



- 2 - 

ソーシャルビジネス支援プログラムの目的  

私たちは、三菱ＵＦＪフィナンシャル・グループの総合シンクタンクとして、東京・名古屋・大阪

を拠点に、コンサルティング、グローバル経営サポート、政策研究・提言、マクロ経済調査、セミ

ナー等を通じた人材育成支援など、多様なサービスを提供しています。そうした業務を通じて培っ

た専門的知識や幅広いノウハウを活かし、総合シンクタンクならではの社会貢献活動を行いたいと

の思いから、本プログラムを立ち上げることにしました。 

本プログラムは、ソーシャルビジネスに取り組む事業者の皆さまを対象に「資金支援」と「人的支

援」を実施するものです。選考の結果採択された団体に対して「資金支援」を行うとともに、「人

的支援（プロボノ活動）」として、研究員、コンサルタントらが本業で培った知見やスキルを活か

しながら、様々な社会問題の解決を目指して協働を図ります。当社の役職員で構成されたプロボノ

チームが伴走者となり、ソーシャルビジネスに取り組む事業者の皆さまの経営課題の解決や事業の

高度化を支援します。 

本プログラムを通して、様々な社会的課題の解決に取り組むソーシャルビジネス事業者の皆さまか

らさらなる知的刺激を得るとともに、本業で培った専門知識や幅広いノウハウを活用し、「知の社

会還元」を目指していきたいと考えています。 

ソーシャルビジネス支援の基本的な考え方  

本プログラムでは、法人格を有し、様々な社会的課題の解決を目的とする事業を行う皆さまを支援

したいと考えています。主な対象は以下の通りです。 

 多くの人が共感し広く世の中に展開したいと思える共通善・社会善への取り組み 

 社会に変化を生み出し潮流を変えるような革新性・創造性のある事業 

ソーシャルビジネス支援プログラムの特徴  

 総合シンクタンクの知見を活かした成長支援：これまでに描いてこられた事業モデルを、政

策や経営に明るい当社役職員で構成するプロボノ支援チームが協働し、客観的に検証し、事

業の成長に向けた支援を行います。 

 幅広いネットワークを活かした支援：当社プロボノチームの幅広い人的・組織的ネットワー

クから、必要に応じて専門家や関係者等を紹介します。 

 広報活動の支援：当社の広報ネットワークを活用して、広報活動の支援を行います。 

 仲間との出会いの場の提供：本プログラムへの参加を通じて、ソーシャルビジネスを志向す

る仲間との出会いの場を提供します。 
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支援内容  

本プログラムにおける支援内容は下記の通りです。 

 人的支援（支援チームによるプロボノ活動） 

支援先団体に対しては、当社役職員によるプロボノ活動を行います。プロボノ活動の支援内

容は、支援先団体内定後に、当該団体と当社との協議の上で決定いたします。なお合意内容

は、「ソーシャルビジネス支援活動に係る合意書」として書面にて取り交わします。 

 資金支援 

－ 支援賞 総額 150万円（支援先 1団体あたり 50万円、最大 3団体） 

－ 共感賞 総額 100万円（プレゼンテーション選考会参加団体に分配） 

 

※ただし、適格団体がないと判断した場合は、採択なしとする可能性もあります。 

 

活動期間 約 6ヶ月間（2016年 7月～2016年 12月） 

活動事例 

事業戦略立案支援、営業ツール作成支援、人的ネットワーキング、プロジェ

クトマネジメント支援など。詳しくは下記をご覧ください。 
 
□2015年度のプロボノ支援先団体について 
 http://www.murc.jp/corporate/sustainability/social_business#4 
 
□プロボノチームメンバーの声 
 http://www.murc.jp/corporate/sustainability/social_business#5 
 
□活動状況等（環境・社会貢献活動 Facebookページ） 
 https://www.facebook.com/  

 

http://www.murc.jp/corporate/sustainability/social_business#4
http://www.murc.jp/corporate/sustainability/social_business#5
https://www.facebook.com/
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募集内容  

募集分野  

本プログラムでは、下記分野に関する事業に取り組んでいる団体を募集します。 

1．少子高齢社会対策  

2．まちづくり・地域活性化 

3．共生社会づくり（女性・外国人・障害者 等） 

4．次世代教育 

5．環境保全 

6．伝統・文化継承 

7．途上国支援 

8．その他、持続可能な社会の構築に資する事業 

応募資格  

応募資格は下記の通りです。 

 法人格を持つ団体 

（任意団体、個人は対象となりません） 

 

 募集分野のいずれかに該当する事業を行っている団体 

（主に中間支援に取り組んでいる団体は対象となりません） 
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選考方法  

選考基準  

事務局及び選考委員が、主に以下の基準において選考を行います。 

1. 事業の革新性、将来性、実現可能性 

2. 応募団体の熱意、起業家精神 

3. 当社役職員有志の共感性 

 

なお、これまでに本プログラムによるプロボノ支援を受けた実績のある団体の応募につきましては、

過去に当社が支援した成果をふまえた申請内容であることを選考の基準といたします。 

選考体制・方法  

応募者の選考については、下記の体制・方法にて実施いたします。 

 

書類選考 本プログラム運営事務局・職員有志及び役員による書類選考を行います。 

プレゼンテー

ション選考会 

役職員による書類選考を実施した後、プレゼンテーション選考会※1 を行

います。支援先団体及び賞金額は、役職員有志の投票（支援票※2、共感票
※3）によって決定します。 

※1. プレゼン選考会時の交通費は原則自己負担ですが、遠方からご参加の場合は検討させていただきます。 

※2. 支援票とは、プロボノ支援を希望する役職員による投票で、支援先団体を決めるためのものです。5票以上の

支援票が集まった団体（うち上位 3団体）を支援先団体として決定し、投票者によるプロボノチームを組成し

ます。支援先団体にはプロボノ支援を実施するとともに、資金支援として、賞金を授与します。 

※3. 共感票とは、当社のすべての役職員による投票です。プレゼンテーション選考会に参加した全団体を対象に投

票を行い、各団体の得票数に応じて支援金（共感賞）を分配します。 
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スケジュール  

2016年度の全体スケジュールは下記の通りとなります。 

日程 項目 

3月 1日（火） 応募受付開始 

4月 25日（月）正午 応募〆切 

5月中旬 書類選考結果の通知 
＊全ての応募団体に原則、Eメールにて結果をご案内します。 

6月 2日（木） プレゼンテーション選考会の開催 

6月中旬 
支援先団体の決定 

＊全てのプレゼン選考会参加団体に原則、Eメールにて結果をご案内します。 

6月 30日（木） 賞金授与式／プロボノキックオフ会 （プロボノ活動開始） 

9月頃 
中間報告会の開催 
＊進捗状況に応じて、開催しないこともあります。 

12月 15日（木） 成果報告会の開催 

 

＊プレゼンテーション選考会、賞金授与式、成果報告会は、当社関係者に限らない第三者も参加する形式と

なる可能性があります。 

応募にあたってご留意頂きたい点  

 採択後、当社ウェブサイトやＳＮＳ等、メディア媒体等で団体の活動、プロボノ支援の様子

をご紹介する可能性があります。あらかじめご了承ください。 

 審査における公平性を保つ観点から、当社役職員が継続的に申請者の経営判断に携わってい

る場合（理事・幹事・評議員・取締役等に就任している場合）は申請書にその旨明記してく

ださい。 
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応募方法  

お申し込みは、所定の応募申請書に必要事項をご記入いただき、下記の運営事務局まで Eメールに

て送付ください。 

個人情報の取り扱いについて  

1. ご記入いただいた氏名、住所、電話番号、その他の個人情報は、当社の「個人情報保護方針」
（http://www.murc.jp/corporate/privacy/）及び、「個人情報の取り扱いについて」（http://www.murc.jp/privacy/）
に従って適切に取り扱います 

2. お預かりした個人情報は、当社において、本申請書の目的（ソーシャルビジネス支援プログラムの応募審査）に
限って利用し、厳重に管理いたします 

3. お預かりした個人情報は、法令等に基づく場合を除き、ご本人の同意なく第三者には提供いたしません 
4. お預かりした個人情報は、業務委託等により当社以外の第三者にその取り扱いを委託する場合がございます。そ
うした場合には、十分な個人情報保護の水準を備える者を選定し、契約によって個人情報の保護水準を守るよう

定め、個人情報を適切に取り扱います 
5. お預かりした個人情報の開示、訂正、利用停止等若しくは利用目的の通知のご請求、または個人情報に関する苦
情のお申し出、その他の問い合わせにつきましては、下記の「お問い合わせ先」までご連絡ください 

6. 応募申請書の必須項目には必ずご記入ください。必須項目にご記入いただけない場合は、応募をお受けできない
場合があります。また、ご記入内容に不備がある場合は、改めて内容の確認をさせていただく場合がございます。

なお、必須項目以外のご記入は任意ですが、できるだけご記入いただけますようお願い申し上げます。 

募集期間  

2016 年 3 月 1 日(火) ～ 4 月 25 日(月) 正午 E メール必着 

 

お問い合わせ先  

申請にあたってのご質問・ご相談等は、下記へお問い合わせください。 

三菱ＵＦＪリサーチ＆コンサルティング（株） 

『ソーシャルビジネス支援プログラム』運営事務局 

電話：03-6733-1005  E メール：sb-murc@murc.jp 

 

以上 

 

mailto:sb-murc@murc.jp

